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5 万分の l 地質図幅 標津および
(網走-第 63， 64 号)

説 ~ノJj 三Eヨ主
野 付 崎

北海道立地下資源調査所

技術吏員松下勝秀

嘱 託平田 一一

技術吏員 小山内 照

同 石山昭コ

はしがき

この図幅は，昭和 39 年および 40 年の 2 ヵ年にわたり，延約 200 日間の野外調査の

結果をとりまとめたものである。標津図幅は，松下，小山内，石山が調査を担当し，

とりまとめは松下がおこなったの野付崎凶幅は，平田が調査およびとりまとめをおこ

なったり

野外調査およびとりまとめに当っては，北海道大学湊正雄教授から指導をうけたり

また，説明書をとりまとめる段階では，当所研究員の各位とくに根釧地方の調査研究

*
に従事してきた諸兄から検討ならびに教示をうけた。

報告に入るに先だち，上記の方々に厚くお礼申し上げる。

I 位置および交通

標津および野付崎凶幅は，北海道の東部に位置し，知床半島と根室半島のほぼ中間

の地域である。標津凶幅は，北緯 43°30'--43°40'，東経 145°0'，....， 145°15' の範囲で，北

東部に根室海峡の一部がふくまれる。野付崎図幅は，北緯 43°30'.........43°40七東経 145°

15'........145°30' の範聞であるが，陸地は少なくほとんどが海域である。

行政区割では両凶l幅とも根室支庁の管内にある凸標津図幅地域で当幌川以北の四半

分は中標津町に属 L，東半分は標津町に属する。当幌川以南の地域と野付崎凶幅地域

は別海村に属する。

本 当所，松井公平，国府谷盛明，藤原科夫。
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交通は，標津凶幅地域北西部には，中標津から根室標津に至る国鉄標津線が通じて

いる。また，同凶幅地域南阿部には，中標津から厚床に至る国鉄標津線が通じている。

海岸線に沿って，同道根室ー斜里線 (224 号線)が通じているの当幌川をのぞく地

域には，道道や開拓農道などが閉さくされている。

~fH崎|寸 l隔地域では，エキタラウス{、J-近まで道路があり，一般 iド輔が通行で、きるの

ここより先端までは，一般 1十時点の通uは 11-1矧ーで‘ある。しかし， 'iii輪駆動の中で、あれば，

iJ出火地や森林地'li;- をのぞく地域は， どこでも心hnj"能で・ある。

II地形

t~{titl オ幅地域の地形は，全般的にみると，比較的ヂ担な丘陵地形をしめしている。

~

第 1 図地形区吉分目 l三i
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標津|司l隔および野付崎閃幅地域の地形は，大きくみて，ほぽ次のように分けること

ができるの(坑 1 I><[)

(I): やや波状をしめす丘稜地形

(II): ほぼ干旧な台地状地形

(III): 砂 II砦地形

(IV): 沖積{民平地

(I)は，討中黒川と春宮IJ 川の間の地域や， 昨沖町什j任j件{}jの riM:地借などの地域であ

る n この地形[:{は， (II) の地形lベと ωl司に明院な境界はないハすなわち，地形\~でも

わかるように， f支持(や，包傾面などは存在しない内 しかし， (1)は (II) よりやや向い

地形[面を形成 L ている〔

この地形而(主，海ftr占 JR てJ立 f;f; diJ 10.........20m であるが， I旬丙 Ji lt ，)! こ榊 I次~~ -1J 度を増し，

標津 l司幅南丙隅で、は標 i勾 60m に， It する門一連の地形両であるが， 71:j 水付近を境いに

して，二つに分けられる f，r能性がある。すなわち，完 j水より丙方地域(I a) は，際 r: 追

40.........60m の比較的起伏の多い丘稜地形であるのに対して，菊水より東方地域(I b) は，

f1J~布 20.........40m の l雨 Lに， J知II] 性のある小起伏が分布していることで， 特徴付けられ

る。この小起伏は， J也 !f;\><! L で・は IリHi~・で・ないが，地 it'主写真で、観察すると， .fJ LYl: の {j )j J~~

*械にほぼ、ド (J な制III去し、砂 fi:状j也 IIヲをしめしているのこの小起伏は，あきらかに現在の

以で切られている。この怯 fは，力不カ牧1め (-))1でいちじるしし、。このような微地IIラ

IrJllrt;をは，他の地形rMにはみられない。

このように， ~1:)JKH，;止の点凶 \/I ，j11IJJ で小トヲた地!杉山句作ij&があるが，現段附では一つω

l自i としてとりあっかぜ〉たの

(II) は，計幌!I I以北の台地や，春りIj川以南の地J!'xなどであるの

この地形医のうち，標津川流域の南側 (IIa) では，南西方向に向って， 3/1 ， 000 て

いどの勾配で高度が増加している c

標津川より北の地域(lIb) では，地形面sは標津川流域から北西方向に向って漸次高

度を増し，標津図幅北西隅で標高 70m に達するのこの地形面の平均勾配は， 10/1 ,000

ていどである。また，この地形面は，両方および北西方に隣接する中標津および武佐

ネ この小起伏を構成している物質は確められていなし、。成倒的にも，どのようにし

て形成されたものかは不明である n これは，第 1 閃でlIb の地域に太線でしめ L て

ある門
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岳図幅地域にも連続して琵達しているのすなわち，標高 120---130 m まで一連の地形

面を形成しているの

春別川流域より南で，この地形Iえに属するのは，富阿南東部のわずかな地域(lIe)

であるの主なる分布範囲は，南に隣接する西別凶幅地域内にある門

(III)の地形区には， 野付崎図幅地域およびその延長部にあたる， 標津図幅の一部

がふくまれる巴野付崎は日本における代表的な砂噛である σ くわしくは，あとでのベ

るの

(rv) は，沖積低地であって，主なものは，標津川流域の低平地である。また，武

佐川，当幌川および春別川などの主要河川流域や河口付近も，この地形区にふくめら

れる。

標津図幅地域内には，武佐)[\，標津III ，茶志骨JIl，当幌JIl，飛雁川および春別川の

各河川があり，いずれも E---NE方向の流路をとっている o 武佐川!と標津川は根宰海

峡に注いでいる。その他は，野付崎の内湾に注いでいるの

III 地質概説

両図幅地域を構成する地質系統は，第 1 表にしめしたように，第四系に属するもの

だけであって，第四系以前の地質系統は見当らなし、

この地域周辺で，いままでに報告されている洪積世の地層には，薫別層や西春別層

第 1 表地質層序表

層 名 (層厚 m) I 層 相

申h
現河川氾濫原堆積物 |砂・喋・シルト・粘土

第
泥 炭 !中位泥炭 高位泥炭

積

野付砂磯層

世
新期火山灰層 (3~4) I 降下軽石・火山灰・ローム質火山灰

四

洪
段丘堆積物 (ト2) I 礁

茶志骨層 (5,....,10) I 砂・喋

紀
積

中標津熔結凝灰岩

世
戸春別層 (10---20) 軽石・火山灰・ローム
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がある。これらは，洪積世でも，比較的古い時期と考えられている口一方，標茶，磯
:3) 4)

分内，摩周湖図幅地域にも， 上多和層，仁田砂層などの地層がある。上の各層の相互

関係は，まだ不明の点が多く今後に残された問題である。

標津図幅地域にも，洪積世に属する地層が!よく分布している。しかし，地形がなだ

らかであるうえに， 3m 前後の新期火山灰層でおおわれているために，断片的にしか

観察できなし、。また，現段階では，はっきり鍵となる単層の設定ができず，細い層序

を確立することはひじように困難である。しかし，層相や，堆積様相などの差異で，

戸春別層，中標津熔結凝灰岩層，茶志骨層および段丘堆積物などに分けられるの

*戸春別層は，凝灰岩や軽石およびロームなど，火山性堆積物で特徴付けられる地層

である。このような層相は，別海図幅地域の薫別層の層相によくにている。

中標津熔結凝灰岩は，俵橋西方地域にわずかに分布しているだけであって，黒色の

特徴的な色調をしめし，そしような岩相である。

茶志骨)曹は，砂や喋などで構成されていて，水の作用による堆積相をしめしているの

標津19]幅地域の沖積低地を除く洪積台地には，摩周火山系統に属する火山灰層が!よ

く分布している。これらは火山灰や降下軽石などの累積されたものであるのこのなか

には，特徴的な火山灰や降下軽石などがあり，これらを鍵として，全地域に追跡する
(jj

ことができる。また，下部の 2 ，.....， 3 の層準については，その特徴から，標準層序に対

上七することができる。

野付砂喋層は，野付砂鳴を構成している砂喋層である門くわしくはあとで、のべる n

地質図上では，海浜堆積物もふくめてとりあつかった。

沖積層は，砂，粘土，泥炭などで構成されていて，主要河川流域に発達している n

IV 地質各説

IV.l 戸春別層

模式地: 戸春別から春別川河口にかけての海岸の尾n

分 布: 標津町市街南方から戸春別にかけての海岸地帯，カネカ牧場から菊水お

よび図幅南西隅にかけての丘陵地域っこの分布は，地形区分の(1)とほぼ一致する。

層 相: 戸春別では， 250cm 前後の新期火山灰層の下に， 4，.....，5m にわたって，

キ やや固結した火山灰。

- 5-



第 2 図 M-42 地点、の) i 春百IJ 層

第 3 図 lell!:点線より上は新期火 III灰層
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(I春別!脅が観察されるちとの付近の戸春別層の層相は，細粒の軽石や粘土化の進んだ

火\1\1)(およびロームなどの白骨であるつ軽行は，粒度のそろい具合いなどからみて，

降下軽石層である。この層相は，標津町市街南方地域にもみられるの床丹川河口付近

で告別層の kc とされている層準に対比されるものである門

上記の地域外では， 新期火Illfk の卜ーに， 1.......2m の範聞が観察できるだけである円

それらの観察や，ハント♂・十-- -j) ーによ/-)て何られた資料から判断すると，白色の火

1\1灰層が広く分布しているようである円この火山阪は，麿6);1夫を呈し，かなりしまっ

*ている門これは，い春日1])'骨の~Ii徴的な山村!の一つである門

そθほか，軒イ i と火 III併が料交層理をしめす部分もみられる門主た ， i寄い砂層も挟

「一一
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第 5 図柱状位置同 I (第 4r気I，第 8 岡共通)

*1疑))( 1， :·t~である門
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まれている。

このように，正規堆積物もふくまれているが，ほとんどの部分は，火山性堆積物で

構成されているの(第 4 同・ C)

床丹川河口付近でみられる，理れ木や泥炭を挟む層準は，標津凶幅地域では発見さ

れなかったり戸春別の海岸の露出では，泥炭の層準は海面下に没しているものと推定

される。

戸春別層の下限は未詳であるが，あとでのべるように，戸春別層の下位には，風蓮

湖層の中・下部の岩相が分布している可能性がある。

層 厚: 戸春別付近では， 20m 前後の層厚が推定される。

IV.2 中標津熔結凝灰岩

模式地: 中標津町周辺(中標津図幅〉。

分 布: 上武佐付近の武佐川流域，図幅西端の標津川流域の北側の丘稜地帯。

岩 相: 中標津熔結凝灰岩は，黒色を呈し，熔結度の低い粗しような岩相をしめ

している。岩質は，含石英しそ輝石安山岩質である。この岩質や外観は，摩周湖図幅

のケネカ熔結凝灰岩によく似ている。

中標津図幅地域では，俣落川の上流部で標高 140m 位のところまで分布が知られて

いる。しかし，現在のところ，この熔結凝灰岩の噴出源は不明である。

乙の熔結凝灰岩は，中標津図幅地域で，戸春別層の上にのっている様子が観察され

ている。

IV.3 茶志骨層

模式地: 共成付近の道路切割。

分 布: 戸春別層の分布地域と俵橋周辺を除く台地地域。

層 相: 砂や礁などの堆積相で特徴づけられる地層であって，堆積物の内容や，

堆積状態からみると， 3 つの地域に分けられる m

茶志骨から共成にかけての地域に分布する茶志骨層は，組粒砂や細礁で構成されて

いて，斜交層理がし、ちじるしく発達している。この地域の柱状図は，第 2 図・ Bにし

めしてある。

機種は，軽石が比較的多い。部分的にレンズ状の軽石層がみとめられるが，これは

再堆積層である凸このような層相の標式的なものは，中標津から標津に通ずる道道の，

西 10 線から西 11 線にかけての道路切替工事現場でよく観察された。
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第 8 図 茶志骨層，点線より上は新期火山灰層

第 4 凶・ B の⑨一25 の柱状I~Iは， ハンド・オーガーによって得ーられた資料から推定

されたものである o この地点で、は，茶志骨層は，凝灰質の砂や細礁で構成されている。

この柱状凶で火山灰とした岩相は，初生的なものであるか， 2 次的なものであるか不

明であるのとくに，最下部の岩相は，磨砂状をしめし，戸春別層中の火山灰に似てい

る。

川北周辺で茶志骨層とした地層も，砂と礁で構成されている地層である。砂は細粒

砂~中粒砂で浜砂様である門また，礁はイチコ‘大~コブシ大の礁で，よく円磨されて

し、るの

富同東方の春Jjlj川流域や，凶幅i有丙の吋幌川流域の茶志骨層は，主として，礁で構

成されている門礁は，大豆大~イチコ、大の棟が多いn 醗種は黒色の火山岩の亜角礁が

多いn 斜交層理がし、ちじるしく琵達しているのこのような砂喋層は，中春別駅前(西

別図幅)や計根7fljl司幅地域にも分布している門これらの柱状同は，第 4l司・ Dにしめ

したとおりである。⑩-52 の地点では， 新期火山灰の直下に白色火山灰があるが，追

跡できない。

層 厚: 下限がはっきりしないので，明らかでないが， 5，......，lOm ていどの層厚と

おもわれる。
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第 7 図茶ぷ竹 )\'J Ijt の斜1/2)骨理

IV.4 段丘恥 ft' i物

江~ 41-;.;1ｷAにしめしたように， LiUJrJ YiW:地域や， {}<杭 J仁川地域には， EU 王耳 UN 物

とおもわれる時国が分イ jj しているの隙 tP:1χ1111!j\) 也J)I)< で・は，分布はせまいが， rlrt\'!WIχ111 1 1，\

地域では，標津川や{完落川に沿った地域に分布している。

1票津図幅地域では，中標津熔結凝灰岩の上に， 層厚 20---100 cm で分布しているの

沖積面との比高は 5---8m である。

IV.5 新期火山灰層

根釧地方には，ほぼ全域にわたって火山灰が厚く分布している。これらは，沖積世

の火山活動に基くものであって，土壌学的立場や火山学的立場で研究が進められてき

ている。

山田忍は，これらの火山灰を，摩周岳に属するものと，アトサヌプリ岳に属するも

のに分額し，摩周岳火山灰は a---l の 12 層に， アトサヌプリ m· 火山灰を a---c の 3 闘

にそれぞれ分け，制 1r をぷみた門その後， It同 k 1iJ F'先が i住むにつれて，新しい火 1111 1(が
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j白 })II されたり， 11J't II\i)I;( の， {f IE などが (J なわれてきた。これらは，抗 2 J<のようである。

陪{芋凶幅地域にう)' {ji する沖積世の件柑火山 IX や軽イ l は，一括して新期火山!ゾくとして

地質凶に L主色してある。凶幅地 j伐 II、!ω み地|長における{丈夫的な打状 1 --<1は， '詰 8 凶にし

めしたとおりであるの u ド各層について説明する。

*J岩 1 層~話~ 41首: ;治 11酉と抗 31~は日色の!寓舶)脅である。しかし，指 211闘が司、

キ 火 1111.;( 地帯に特徴的にみられるも!ハである口 十字性的には， 時十l直に高む火山!火と考会

えられている。名称 (I') に j直行の I:~J 題はあるが.j.[，;この名称で，iG 述するの
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明瞭なところでは， 2 つの層位に分けることはできない。

第 2層は，粗粒の火山灰層である。層厚は， 2，......3cm と薄いために，全域に追跡す

ることはできない。第 2表の層序のどれに相当するか不明である。

第 4 層は，軽石交りのローム質火山灰層である凸全地域には追跡で・きなし、。層厚は

15，......20cm である。また，第 1 層から第 4層までの全層厚は 40，......70cm であるの

第 5 層~第 7 層: 標津図幅全域に分布しているσ いずれも降下軽石層である o し

かし，粒度や組成で 3 層に分けることができる。層厚の変化があっても，この特徴は

変らないn

第 5 層は，帯黄灰色の色t珂をしめす軽石が主体である。わずかではあるが，スコリ

アもふくまれている。軽石は，角状を呈し，径 4cm 大以下である。層厚は 15--60cm

であるー

指 6 J曽は，スゴリアを主とし，細粒の軽石をわずかに混在する。スコリアの粒径は，

O.2cm より小さし、。層厚は 5;......， 15 em である。

第 7 層は，淡黄色を呈する軽石層である。軽石は角状で，径 lem 大のものが多い。

第 5 層より細粒である。層厚は 10--40cm である。

以上の 3 層の合計層厚は，第 9 凶にしめしたとおりであり，西方に向って増加して

O
lO

第 9 図 第 5， 6, 7 屑合計層厚の等層厚線図
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G)

いる。また，各層の上・下|浪は，ともに明瞭である。山田忍の分類に対比すると，第

5 層→ M-g ，第 6 層→ M-h ，第 7 層→ M-i となるのまた，中標津閃幅では， 3 層をま

とめて，第 8 層とされている口

第 8) 脅: 標津!苅幅地 l戒の全域に分布している。黄灰色の細粒な火山灰と，青灰色

の微判 UN:の火 IIII :k)同で構成されている。このうち， ド;';l jの市灰色火山!州国は，ひじよ

うに特徴的であるロ lUjliU のな(~ 5N').......治 7 }{I，\ とともに，火1 1iJ:k)悼のがH七には，良い地!討

となる o ~lfil:k色の火山!κ肘の!司!?.は 1 emliiJ 後である o 8:1火色の火山灰層の同!手は，

1.......5em であるの

山山忍の分舶の M-j に対比できる。

治 9f同: 抗 8)首のドにかならず存在する!尚 htl層である。層厚は， 5.......15em であ

るの全地域に分イ Ii している。

治 10 肘: 全域に分イ II せず，欠けるところがあるの 11I''j出色のローム質火山伏層で，

抗 9 同との境界は，やや明瞭であるの!骨厚は 10---25 em であるの

治 11) 詞: はぼ全域に分イ Ii する。時色~淡黄色の軽石!脅である。軽石は角状を旦

し， 1-2em 大のものが多し、。上部は燈色で，下部に向って員色に漸移している。同

厚は 75.......110 em である。西方に向って厚さが噌加するの(第 10 図)第 10 層との境界

は不明瞭のところが多い。

第 10 図 第 11 層の等層厚線凶
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山 Hl忍の分煩の M-l に対比できる n

ば~ 12"iFI: この!刊は， ローム，火111)1<，火II\{沙， )肉舶の薄)討などから構成されて

いる円全体的にみると， 1:";1) よりも卜. 8i~のん・が{沙白である n はぽ'11f!司の同準に腐舶質

の部分が f(在している門しかし， I莫然としているので， 2 同に分けることはできないn

屑厚は， 130,......150 em である門
til 付)

山 i丑や，瀬尾他は， M-l のドに存在するものを洪積土としてとりあつかっているの

すなわち，第 12 層を洪積土と考えている。しかし，第 12 層は，洪積層の岩相に無関

係であることや，現地 JIラに沿って分イIi していることなどから，れ II砧1吐の火， U(，li動に関

係した堆植物であろうのそのような観点から，新期火山灰層にふくめてとりあつかっ

たりしかし，不明の}，J/\ が多く，ir*m( j:，今後に桟された/l in挫で、ある c

以上のべた新崩火 Ill/1< iM のうち， II当 ~HI貯や!肉 h(a こ官Jむ)17j の{(在は，火~\ l i'~i動の休 II:

期間をしめす。全体的には，地形に ifト〉て分イIJ しているのしかし，凶に l枠拡ーする 'I't:'!

市|χ)1隔地域では，局 fiJl"IY) ではあるが， ;1~ 3 肘の卜氏と， 治 10)同のト!氏に不整 fTがみ

とめられる。 'I'{知 It駅東の出版で観察すると，指 3 }丙より1:の)同は，治 5)骨以ドを (~Ij

った地形|向jに ifト〉て分イIi している。また， (兄弟川の 'I ， t~U也J)売では， 抗 10)丹より L卜L

の!骨は， 司抗~ 11)肘骨を t円~Iリl 勺た j地也}形 1杉手丸|而有両 i に j打i ト〉てう分〉イ布 li している。 この j也也"、 \\i ，、

|同引:して L 、る。

以上のような羽象が ， fnJ を怠 l床するかは，今後凋丘耐|ブピが進むにつれてあきらかに

されるであろう。

このほか，ローム質火山灰や腐植層など，今後に残された問題は多い D

IV.6 野付砂瞭層

野H砂唱を構成している砂喋層である凸くわしくは，あとの頃でのべる。標津凶 i隔

では，海 iJij 少峨もこの同にふくめた凸

IV.7 iJ己炭

この地 J)如こ分イ Ii する泥炭は， i県地市に形成されたいわゆる“沼野泥炭"に属する口

分イ Ii は， L として， lf批判 II ，叶附 JII ，式 WJII ， Jf督作川などの件 M川流域で、あるの海)- ~i

の砂丘付近や，標津川上流には，ヨシ，スゲを主要舶物とする低位泥炭がわずかにみ

られる。一般には中位泥炭の分布がひろし、。これらは，ワタスゲ，ハンノキなどが主

要植物である。中位泥炭地域内には， ミズコ、ケ，ワタス与を主要植物とする高位泥炭

が点在しているの

C~ l5~



IV.8 現河川氾濫原堆債物

標津}([，当 l幌川 I，飛雁川などの主要 inS 川流域に発達している。河川勾配のやや急な

上流地域では，砂や礁などで構成されている白下流地域は，一般に勾配がゆるいので，

シルトや粘土などで構成されている。標津) II と武佐川との合流点付近の白然堤防は，

粘土と砂の互層で構成されているの中に円磨された軽石喋を多くふくんでいる白

標津川流域の低地を航空写真で観察すると，旧河道跡が多数みられる。第 11 凶は，

その概略をしめしたものであるのこの|斗で，洪積台地の端を太い線で表わしたととろ

は，沖積低地と，洪積台地との聞が急、な庄で境いされている部分である。

第 11 図 際津川および武佐川の旧河道跡
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V 戸春別層と茶志骨層の層位関係について

まえにのべたように，戸春別層と茶志骨層は，層相の差異で区別される。すなわち，

戸春別層は，火山性堆積物で特徴付けられ，茶志骨層は，砂礁で代表される地層であ

る。しかし，標津図幅地域内では，両者の層位関係を決めることができなし、。中標津

駅裏(中標津図|隔)や計根別市街南東 1 粁の士取場(計根別|司I隔)などの露頭で，両

者の関係がみられるの

中標津駅裏の露頭では，茶志骨層(砂傑層)が，中標津熔結凝灰岩を不整合におお

っている。しかし戸春別層はみられない。同じく，中標津図幅地域の雪印乳業前の土

取場では，戸春別層(火山性堆積物)の上に中標津熔結凝灰岩が累重している様子が

みりれる。

一方， Jj 恨別の土取場では，砂喋層(茶忘骨)脅に相当するとおもわれる)が，軽石

層とローム質火山吹との互層(戸春別層に相当するとおもわれる)を不整台におおっ

ている。

以土のようなことから，両者は不整合関係と考えて間違いない。

地形の頃でのべたように，標津l斗幅地域は，いくつかの地形民に分けることができ

る。これらの地JI~I2<~ と， ri春庁IJ層や，茶志甘・!骨の分布は，よく適合する。地形面の特

徴から， (II) の地形区は， (1)より新しい地形面であることが推定される。したがっ

て， (II) の地形区と対応する茶志甘層は，戸春別層より若い地層であることが推定さ

れる巴茶志骨層の分布が，地形区分に関係するとすれば，当然，茶d志骨層自体が地形

面の形成に深い関連をもっ可能性がある。乙のことは，茶，E骨層の生成条件，すなわ

ち，堆積環境を規定する 1 つの条件であろう。このような地形区の広がりから考える

と，茶志骨層は，地域的に洛達した堆積層であって，地域毎に堆積物を異にする可能

性がある。地質各説の項でのべた，茶忘骨層の 3 つの地域の膚栢の差は，そのような

事実を示唆するものかもしれない。

VI 根室海峡沿岸地方に発達する洪積層について(対比の問題点)

東部北海道，とくに根室海峡沿岸地域には，各地でいくつかの洪積世の地層が報告
1) ,2) ,,5) ,11)
されている口これらは，第3 表にしめしたとおりである。また，釧路から標茶にかけ

ての地域には，到II路層が洪積世の地層をほぼ代去している。到II路地域、の釧路層につい

-17-



~津医l 幅

(1967)

茶志骨層

中標津熔結

凝灰岩

戸春別層

ては， ，'，・くから調責研究が進められ，多くの報告がなされている。釧路層は，道東の

代夫的な洪積世の地層としてとりあっかわれていて，阪室海峡沿岸の洪積世の各層も，

いろいろな形で釧路層に対比しようとする試みがなされている。しかし，調責が進む

につれて，却1\路層白休の)爵序にも，いろいろな問題が提起されつつある。

-h ， 似室海峡沿岸の洪積世の地層については，相互の比較検討，対比がなされな

いまま，新しい地層名が提起されている場合が多い。

第 3 表にしめした各層について，記載されている層相の検討や，若干の現地険討の

結果，相互に対比することができる可能性がでてきたロここでは，若干の訂正ととも

に，現段階で， 1 つの試案として対比を試みた。

薫別凶幅で薫別浮石層としてあっかわれている火山噴出物は，標津図幅の調査が進

むにつれて，洪積世の火山灰層ではなく，摩同火山に属する火山灰であることが明ら

かとなった。すなわち， t告w凶|隔の新期火山灰層 II' の指 5 )曽 ，...."， it 12) 普までの火山性

堆積物に対比で、きる。

まったく同様な事が，日 IJ海凶幅についても指摘できる。すなわち，床丹浮干 i層とさ

れた火山性堆積物は，日 IJ海凶幅の記載や，床丹川川口の現地検討の結果，薫別凶幅と

同様に，標津図幅の新期火山灰層中の第 5 層~第 12 層までの火山性堆積物に相当す

るものであって，沖積世の火山灰である。厚床地域では，厚床および落石岬図幅で，

軽石質火山灰層とされている堆積物も，これらに対比されるであろうの

-18-



厚床および落石岬図幅地域には，風蓮湖層とされた洪積世の地層が分布している口

この地層は，第 12 図にしめしたように，下部から，砂喋質堆積物，泥質堆積物およ
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び、火山性堆積物などの累層である門乙のうち，中部や下部の泥質堆積物や砂喋質堆積

物の中からは， Venerupissp.Macomasp. などの海棲化石を産出しているのこれら

の化石から，道東地域の代表的な洪積 I吐の地層である釧路層に対比されている口上部

の火山性堆積物中には，泥炭層が介在していて，陸域の堆積相であることをしめして

いる円

別海図幅地域の薫別層にも，泥炭層が介在している。主なる構成物は，軽石層や火

山灰層であって，風蓮湖層の上部の層相にひじように似ている。日 IJ海図幅地域では，風

蓮湖層の中下部に相当する地層は露出していなし、。また，姉別図幅地域の万年橋付近

にも同じ様な岩相をしめす地層がある。その地層中に介在する泥炭層中に， Menyanｭ

tes の種子や昆虫の遺がし、が発見された。

標津悶幅の北に隣接する薫別図幅地域で，薫別層や古多糠層とされている地層も，

軽石や火山灰で構成されている。この地層の中にも，泥炭や埋木などを介在している o

以七のようなことから，現段階では，第 12 図のように対比できるようである。

茶志骨層に相当する地層は，あまり明確でないが，摩周湖周|隔地域の仁田砂層の一

部や，磯分内凶幅地域の上多和層などと，深い関係があるようである口そして，前の

項でのべたように，茶志骨層や，それに相当する各層の分布から考えると，これらの

地層は，地域性の強い地層とおもわれるの

VII 野付崎について

VII.1 野付崎の地形

野付崎は，標津町市街の南に分布する丘稜の末端部に根元を置き，根室海峡へ突出

した分岐砂 l噴 (recurved sρit) であるのその規模は日本長大であり，根元より砂崎

先端に至る根室海峡側の海岸総延長距離は 26km である門海峡側の海岸線は単調で

あるが，内湾側には，砂鴫基部より先端にかけて， a~i の 9 {同の尖岬が突出してい

る(第 13 図)。また， 内湾に散在する低平な島々も， これらの尖岬の延長上に配列し

ている。

砂日常の根元は，浜茶志骨付近に発達している浜堤 (beach ridge) である口乙の浜

堤は，海抜 4m ，幅約 120m ほどの規模で，標津町市街の南から，ポンニッタイにか

けて分布している口この浜堤は，砂礁によって構成されている。また，標津町市街か

ら薫別凶幅地域の伊茶仁にかけての海岸にも，浜堤が発達している口この浜堤は，ま
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..llll.L海告虫崖

第 13 図 礁の採集位置ならびに尖岬位置凶

えにのべた，砂E興基部をなす浜堤に連続しているの

砂日砦基部と浜堤との聞には，茶J志骨川が細長い沖積地を形成しているのこの茶jili骨

川は，野付崎の内湾に注ぐ地点で，当幌川とともに三角洲を形成しているの

j兵堤は，地点 6 (第 13 図・以下同じγ付近で，海抜 1m，幅 100m となる。との地

点は，野付崎でもっとも狭い部分であるの砂噛上の最高地点は， bｷc 尖岬の基部で，

第 14 図.ポン茶志骨付近の茶志骨川(右手の高い所は海蝕崖をもっ

丘稜，道路の通じている所は砂鴫基部をなす浜堤)
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海抜約 6m である。

全般的にみると，砂喝の起伏は小さし、。微高地をしめすのは，砂明の骨格をなして

いる浜堤であるの地点 7 から 8 にかけての地域には，海峡側の海岸線にほぼ直角に交

わる浜堤が分布しているの b および c 尖岬の基部では 7 列， d 尖岬では 3 刊の浜堤が

みられる円

地点 10 には， 6 ダIjの浜堤がある門この地点の浜堤は，最初は海岸線に平行であるが，

徐々に内湾側に湾曲し，掌状に拡っているのこれらの浜堤の先端には， fｷg.h のそ

れぞれの尖岬が発達しているの各浜堤聞には，堤間低地 (swales) があり，その分布

は，先端に向って広がっている口竜神岬以南には，ボッコ沼などの潟湖(l agoon) が

みられる。

第 15 図 野付崎内向側の泥炭地

第 16 図 野付崎先端部の沼地
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VII.2 野付崎を構成する堆積物(野付砂傑層)

野付崎は，砂や喋で構成されている。喋の最大径は 35cm に達するが，このような

喋はまれである。一般にコブシ大以下のものが多し、。喋種は，火山岩が多く，とくに

やや変質した安 ill 右礁が多いの部分的に，円麿された軽石喋の濃集しているところも

みとめられるの第 17l 司は，これらの礁についての計測値である。

B657 →~寸 llIll11 ﾗ 円度 何町 。 属 ゐ-

一円二円百一一ーーメ-'--x

:j~斗ノ
~--\ヘゾ

。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1I 12 13 同期実置号

第 17 図 礁についての汁測値(地点番りは第 13 図に示しである)

・礁の係集について: 礁の採集は， 第 131 司にしめした 14 地点 (2km 間隔) でお

こなった門去 i函に散布している喋を無作為に 100 W~ ずつサンプリングをおこなっ

fこの

.!r市平度: 礁の長径 (a) ， Ij1径 (b)，短任 (c) を計測し ， b/a およが c/b を求め，

それらに基き ， Krumbein の而ヂ度l斗去から算定したり

・粒 径: bxcを粒径の係数として用いたの第17l司に示した粒径は， b xclIOであるの

・円磨度: Kr叫仰の視察のための円軒度弘こより，同一礁について 1 名で観察

し，それらの算術平均を円磨度として用いた。

粒径の係数は，運1~~距離と j童相関し，基部から先端に/[づって減少する。しかし， 6, 7

の地点で，急激に増加し不連続となる口このような異常は，円磨度や扇平度について

*も，ほぼ同様である。

*円磨度や厨平度は，粒経と深い関係があるの
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第 18 図地点-4 付近の砂慨附 第 19 図地点-8 付近の砂喋附

第 20 園地点 13 付近の砂牒!日

このようなことは，地形の項でのべた海岸線に山交する浜堤， すなわち c ・ d ~JlljI

の存在と関係があるとおもわれる。

まえにのべた，堤間低地には，泥炭層が分布し， {局内l を珂杭しつつある。

そのほか，地表近くには，厚さ 2，...""，5cm の火山灰が分布しているのこの火山灰層の

噴出源は，現在のところ不明であるの

VII.3 野付|崎の形成
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14)*
i) 一般的な砂明形成過程について

砂日常は，砂川、 I，陪繋砂川|などと同様，一般に沈水海岸に発達する砂質地形であるの

沈水海岸の海蝕輪廻の過相においては， I崎地から流れてくるが II JII の{共給するむ尉・

砂士や，海帥によって生じた同僚の物質が海水によ〉て運附され， )自主の個所に堆積

し，部分的に砂時質の地形をノ tず、ることがある門

砂唱は湾口に形成されることが多い門すなわち，沿岸流は湾口に遣すると，沿岸流

自体が今までの方向を多少転じて，海岸椋に平行(湾の内 {~I J)に向かうようになるロ

それによぺて運 M~ されてきた砂時も，湾の If;J{~IJ に運ばれる門湾内にくると穏やかにな

り，沿岸流も砂降を i中の }J に i軍t~7 しようとする作用も衰えるから ， Mi 聞は堆積し，機

i皮に打ち I: げられて，ついに水面上に現われて汚の一部を問主主する 1，'·11 となる円これが

砂明 (sand spit) で先端は湾内に多少常i1 11 する円

砂唱の根元の l培地が海蝕で後退して行くと，元の砂噛の外洋に面した部分も先端の

管内部を残して共に後退し，新しい状態における砂 l問の先端が前進するゥこのような

変化が間欺的にくり辺されると ， J己の砂 [r埼と I見在の砂 1崎の先端;が内の|付側に|ム!って分

II皮する状態となるのこれが分 Iii: 幻l抑埼 (recurved spit) である。

ii) ~!FHII 白の形成

~'F( 、 I'jll(.j は，大きくみて 2 つの形成1I!j' JPJ があったと考えられる。指 1 WI は，現在より

も砂、哨の十 l{j 乙を北方の海岸に出 t:~ ， bｷc ・ d の尖 lit'!' をもった砂 l間を形成した時期であ

る。これらの尖岬の某部にみられる浜堤は，現在の海岸線を形成する第 2 期の砂明で

切られている。第 2 期は， e ・ f· g.h ・ i の尖岬を形成した時期であるの a 尖岬は第 1

期よりも古い時期の砂鴫の先端部である可能性もあるが，不明確であるのまた， e 尖

岬は，第 1 期と第 2 期の尖岬群の中間に位置するが，その基部は，第 2 期の砂噛に切

られておらず，第 2 期の ?i少唱形成の早期のものと考えられるの

~;(n 期の砂唱は，野付崎で、標高の l奇い地域にあたり，標高 6m にi主ーする地点が b ・

c ・ d 尖岬の海峡側にみられる。また， b ・ c ・ d 尖岬は，森林でおおわれているが，他

の尖 ~IIP には，森林はみられない円治 1 J!日の砂iI埼は，現在よりもやや 1'-品、海水 i隼の川知 l

に形成されたのではなかろうか n

;1~ 2mlは I一Ji.在みられる Ii/Vii簡を形成した IIIi'l l!! である門この 11.lrmJには， ;1~ 1!u]の砂;尚の

*現代地理学科;系 I，白然、地理・ぽ;，月j ttv. 理指 1 をHt!形学， i度辺'It p.289,....,p. 290 引用n
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第 21 図 エヰ?タラウス付近の浜堤により内師、側を望む

(遠景の村林は尖岬の一つ)

基部は侵蝕されて，その先端部である b ・ cod 尖岬のみが残された。第 1 期砂I喝を侵

蝕することによってえられた砂礁は，沿岸流により運搬されて， b0 c ・ d 尖岬を足掛

りとして e ・ fogoh ・ i のそれぞれの尖岬を順次形成したと考えられる。

燥の供給源は，野付崎の北方の海岸と考えられる。薫別凶幅の伊茶仁から北にかけ

ては，海蝕崖が発達している。この崖は，漸次高度を高め，薫別では標高約 40m に

達する口この海蝕崖をもっ丘陵は未凝固の礁で構成されていて，侵蝕により容易に後

退し，礁を海中に放出したと考えられる。野付崎以北の海浜は，砂礁質であり，知床

半島方向にはしだいに喋質となる。尾岱沼や戸春期j付近の海浜は砂質海岸で，砂噴を

構成している程度の礁は全くみられないの米粒大以下の細礁が散在するだけであるの

したがって，野付|崎を形成した砂喋は，その北方の海蝕崖の形成により海中に供給さ

れた喋，また忠類川以北の河川が河口え流送した礁が，根室海峡を通過する潮流によ

って南方へ沿岸漂流 (coastal drift) し，砂唱を形成したと考えられる口

一般に砂鴫は，湾口の岬に根止を置いて発達するが，野付崎の場合は，海底地形が

砂l掲の発達を容易にしたと考えられるの根室海峡は標津沿岸と国後島の間が浅く，水

深 20m 以浅である。とくに野付崎と国後島の間一野{、j 水道 は水深 10m 以浅の部

*分がひろくみられる(第 22 凶九野付岬以南では水深 10m の等深線は，距岸距離が

8km であって，緩傾斜の浅海が発達している。野f、J-岬以北では，海岸近くに急、斜両

が存在し，水深 3m 付近より緩な斜面になり，水深 10m の等深線は，距岸距離3km

となる。

水 海岸線からある深度(本文では水深 10m) に至る水平距離凸
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第 22 図 根室海峡の海底地形 ((1/3 ， 000 ， 000 I国後島及び近

海」の一部を複製縮図，海上保安庁承認第 412432 号)

このような浅海底の存在が，沿岸漂流によって移動してきた砂礁を堆積させて，砂

唱を発達させた要因と考えられる。

野付J時の根元の丘陵衣端部には，海蝕崖がみられ，砂鴫基部の浜堤と平行して連続

する。地点 3 背後の丘陵では，海蝕崖が浜堤と直交する方向をとる 3 これらの丘稜は，

砂鳴形成期には岬地形として存在していたと考えられる。砂噛はこの岬を足掛りとし

て発達したものである円現在は，このような，海岸線に直交する海蝕庄は砂境基部の

浜堤，茶忘骨川，当|幌川の三角掛Ii堆積物により陸封されているが，前記の海底地形と

ともに砂噴形成の要因となる岬地形の名残りであろうロ

現在，地点 1 より 9 に至る海峡側には比高 1........2m の海蝕崖が形成されている。地

点 6 の最狭部では，高波浪時に海峡側から内湾へと波が侵入するときもある口これら
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第 23 図 野付崎周辺の海底地形(祖 IJ 量原図「野付水道」の一部を複製縮図)

の地点では，海峡側が侵蝕を受けていると考えられる口また，このような変化は海底

*地形にもみとめられ，新しい海図(第 23 図)によると， 以前の海図にはみとめられ

ない -10m 以深の凹状地が， 野付崎基部の沖合い 2km の地点に形成されている。

第17図でみられる，地点 7---8 の棟形状値の急激な変化も，第 1 期砂鳴を構成した礁

が，侵蝕の結果運び出されたためと考えられるの

野付崎先端部の i 尖岬の海峡側には，野付崎のほぼ全域にみられる 2---5 em の白色

火山灰層はみられず，この白色火山灰降下後に付加的に発達した最新の尖岬と考えら

れる。

竜神埼の沖，約 lkm の地点から市に向つてのびる砂堆が海底に形成されており，最

浅部は水深l.lm である。今後砂唱の発達は，この砂堆の方向に進めると考えられるの

*昭和 41 年測量原図「野付水道」の一部を縮図ロ
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VIII 応用地質

この地域で地下資源として取りI:げられるものは，砂鉄だけである σ しかし，この

砂鉄も海浜の)B)主がJEいために，ごく一部に打上げ砂鉄がみられるだけであるのその

概要は，長谷川他により版告されているが，それによれば，次のようである円

標津町市街から茶志骨にかけて，砂鉄の濃集部が数カ所みられる。標津町 lti街付近

には， 2 ヵ所の濃集部があり，着磁率は， それぞれ 30 刃と 50 ガである。各延長は

150m と 100m であって，鉱量は，それぞれ 180 t と 124 t が予想されている。茶志骨

付近にも 2 ヵ刈の濃集部がみられる。着磁率は，それぞれ 21 %と 22%である。各延

長は， 150m と 200m であって，鉱量は，それぞれ 540 t と 940 t が予想されているの
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

SHIBETSUandNOKKEZAKI

(Abashiri-63, 64)

By

KatsuhideMatsushita, IchizQHirata

HiroshiOsanaiandShδzδIshiyama

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheareasofShibetsuandNokkezakisheet-mapsarelocated

ineasternHokkaid6. Theformerextendsfrom45ー30'N.to43ー40'

N. , andfrom145ー0'E.to145ー15'E. , andthelatterfrom43ー30'N.

to43ー40'N. , andfrom145ー15'E.to145ー30'E.

ThegeologicformationsdevelopedinbothareasareallQuaｭ

ternaryinageasshowninTable1. Pre-Quaternaryformations

arecompletelyabsent.

TheToshumbetsuFormation: Thisisthelowermostformaｭ

tioninthisareaandconsistsofvolcanicash , loam andpumice.

TheNakashibetsuweldedtu 日: Thiscomprisesporousweakly

weldedtu 百s ， distributedonlylocallyinthewesternpartofShibeｭ

tsuarea.

The ChashikotsuFormation: Thisis mainly composed of

sandandgravels, withwell-developedcrossbedding.

Theterracedeposit: Thisdistributedontheterraces, about
8--10m inelevation, thoughitsdistributionisverylimited.
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Table1

Quaternary

(FloodPlainDeposits

IPeatBeds

Holocene ~ NokkeSandGravelBedandBeach

I SandGravelBed

lYoungerVolcanicAsh

(TerraceDeposits

IChashikotsuFormation
Pleistocene ~

INakashibetsuWeldedTu 旺

IToshunbetsuFormation

Theyoungervolcanicash: TheDiluvialplateauofthisarea

isextensivelycoveredbyyoungvolcanic ash, about3--4m in

thicknss. Thisformationwhichiscomposedof7or8strata,
compri~es pumicefall, volcanicashandloam, ejectedfromMashu

Volcano.

TheNokkeSandGravelFormation: TheNokkesandspit

iscomposedofthisformation. Fromthepetrographicfeatures

ofthegravels, theyseemtohavebeenderivedfromtheShiretoko

Peninsula.

Peatbed: Peatformationisdistributed widely along the

ShibetsuandTδhoro rivers. Mostofthepeatsbelongtothe

middlepeatformation , butsometothehigherpeatformation.

Floodplaindeposits: Floodplaindeposits, composedofsand

andgravelsisdistributedalongtherivers. Naturalbankscomｭ

posedofsiltandfinesandaredevelopedinthelowerreachesof

theShibetsuriver.

Nokkezaki: This is a recurved spit, protruding into the

Nemurostraits, andhasninesmallcapesonitsinnerbayside.

ThisisthelargestofsandspitspresentinJapan. Judgingfrom

theshape, roundnessandgrain-sizeofthesandandgravelscomｭ

osingthespitandtheshapeofthespititself, itisregardedthat

thereweretwostagesofformationoftheNokkespit.
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